
⑦
身
体
測
定 

●
と
き
＝
7
月

日
㈬
午
前

時
〜
正
午　

⑧
お
誕
生
日
会 

●
と
き
＝
7
月

日
㈮
午
前

時
〜
正
午　

●
内
容
＝
お
誕
生
児
の
お
祝
い
・
花
の
種
ま

き⑨ 

い
ど
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
の
び
っ
こ
に
や

っ
て
き
ま
す

●
と
き
＝
8
月
1
日
㈯
午
前

時
〜
正
午　

●
内
容
＝
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
コ

ド
モ
ー
ド
（
変
身
）
な
ど　

●
定
員
＝

組

⑩
の
び
の
び
プ
ー
ル
（
水
あ
そ
び
）

●
と
き
＝
7
月
1
日
〜
8
月

日
の
毎
週
月

〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
午
前

時
〜

時

分　

●
持
ち
物
＝
水
着
（
パ
ン
ツ
・
水

用
紙
パ
ン
ツ
で
も
可
）
な
ど

四
条
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
よ
っ
こ　

☎

・
7
5
1
0 

　

一
般
利
用
は
午
前
9
時

分
（
火
曜
日
の

み
午
後
1
時
）
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

① 

キ
ッ
ズ
い
わ
き
（
移
動
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
7
月

日
㈫
午
前

時

分　

野
崎
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
内
容

＝
い
ろ
ん
な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
!　

●
対

象
・
定
員
＝
1
歳
6
カ
月
以
上
の
子

組

②
ク
ラ
フ
ト
（
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
）

●
と
き
＝
7
月

日
㈫
午
前

時

分　

●

内
容
＝
動
く
お
も
ち
ゃ
づ
く
り　

●
対
象
・

定
員
＝
2
歳
以
上
の
子

組

③
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

●
と
き
＝
8
月
8
日
㈯
午
前

時

分　

●

内
容
＝
夏
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り　

●
対
象
・

子　
　

育　
　

て

　

子
育
て
の
催
し
な
ど
は
、
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

南
郷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
び
っ
こ　

☎

・
0
0
1
3 

①
七
夕
の
集
い 

●
と
き
＝
7
月
7
日
㈫
午
前

時
〜
正
午　

●
内
容
＝
七
夕
飾
り
作
り　

●
定
員
＝

組

②
伝
承
お
は
な
し
マ
マ
タ
イ
ム 

●
と
き
＝
7
月
9
日
㈭
午
前

時

分
〜
正

午　

●
内
容
＝
絵
本
の
広
場
で
お
気
に
入
り

の
絵
本
を
探
し
て
み
よ
う

③ 

パ
パ
っ
と
D
A
Y
（
パ
パ
と
一
緒
の
日
）

ハ
ン
デ
ィ
ー
ク
ラ
フ
ト

●
と
き
＝
7
月

日
㈯
午
前

時
〜

時　

●
内
容
＝
廃
材
を
使
っ
て
工
作
し
よ
う　

●

定
員
＝

組

④
生
命
体
感
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
講
座 

●
と
き
＝
7
月

日
㈯
午
後
1
時
〜
2
時　

●
内
容
＝
妊
婦
体
感
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
装
着
な
ど

に
よ
り
生
命
の
は
ぐ
く
み
と
尊
さ
を
学
び
ま

す　

●
対
象
＝
小
・
中
学
生
、
高
校
生　

●

定
員
＝

人

⑤
の
び
っ
こ
く
ら
ぶ

●
と
き
＝
7
月

日
㈮
午
前

時
〜
正
午　

●
内
容
＝
マ
マ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う　

●
定
員

＝

組

⑥
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

●
と
き
＝
7
月

日
㈫
午
前

時
〜

時　

●
対
象
＝
3
カ
月
〜
7
カ
月
の
子

組　

●

持
ち
物
＝
ご
み
袋
（

㍑
）、
バ
ス
タ
オ
ル

な
ど

　

野
崎
観
音
か
ら
飯
盛
山
に
登
る
途

中
の
と
こ
ろ
に
、
石
造
九
重
層
塔
が

あ
り
ま
す
。
花
こ
う
岩
製
で
、
総
高

は
3
・
3
㍍
と
高
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
塔
の
最
下
層
の
台
座
部
分
に

は
、
永え

い
に
ん仁

二
年
（
1
2
9
4
年
）
に

主
君
と
両
親
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
、

入に
ゅ
う
れ
ん蓮

と
秦は

た

し氏
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二

人
が
ど
う
い
う
人
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

石
塔
の
造
立
は
、
死
者
の
供
養
を

目
的
と
し
て
、
日
本
で
は
飛
鳥
時
代

か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉

時
代
に
な
る
と
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
九
重
層
塔
は
、
下

か
ら
二
石
目
の
塔
身
の
と

こ
ろ
に
は
、
種し

ゅ

字じ

（
梵ぼ

ん

字じ

）

で
金こ

ん
ご
う
か
い

剛
界
四
仏
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
字
の
断
面
が

Ｖ
字
型
を
現
す
「
薬や

研げ
ん

彫ぼ
り

」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
層
の
屋
根
部
分
の
裏
側

に
は
段
が
つ
け
ら
れ
て
お

り
、
屋
根
を
支
え
る
垂た

る

木き 市
の
指
定
文
化
財
①

石せ
き
ぞ
う造
九く

重じ
ゅ
う

層そ
う
と
う塔

第1話

が
形
式
的
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
屋
根
の
四
方
の
反
り
が
激
し
い

と
こ
ろ
は
、
近
畿
地
方
で
は
珍
し
い

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

薬
研
彫
や
垂
木
表
現
は
鎌
倉
時
代
の

石
造
塔
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
す
。

た
だ
、
本
来
は
上
部
に
さ
ら
に
相そ

う
り
ん輪

が
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
現
在
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

造
立
年
代
が
明
確
な
石
造
の
塔
は

珍
し
く
、
造
立
年
の
銘
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
の
塔
は
、
年
代
を
知
る
基
準

と
な
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

（
市
史
編
纂
委
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